
平成２８年度

第１回岡山県建築審査会次第

日時：平成２８年７月１９日（火）１０時００分～

場所：ピュアリティまきび

１ 開 会

２ 会議の成立（条例第３条第１項）

３ 公開又は非公開の決定

４ 議事録署名人の指名（運営要領第５条第２項）

５ 議 事

【付議案件】

建築基準法第５５条第３項許可（第一種低層住居専用地域又は第二種低層住

居専用地域内における建築物の高さの限度）

・赤磐市長 友實武則が「赤磐市立桜が丘小学校」を増築することについ

て

・・・・【資料１】

【報告案件】

建築基準法第４３条第１項ただし書許可（敷地と道路との関係）

・３０件（平成２７年３月１日から平成２８年５月３１日まで）

・・・・【資料２】

【その他】

建築基準法第３条第１項第三号指定をした旧吹屋小学校の保存修理工事進捗

状況について

・・・・【資料３】

６ そ の 他

【事務局からの連絡事項】

（１）岡山県建築審査会委員の任期について

・現在の任期：平成27年1月13日～平成29年1月12日
（２）次回審査会の日程確認

７ 閉 会



資料　１

（付議案件）

建築基準法第55条第３項許可

（第一種低層住居専用地域又は第二
　種低層住居専用地域内における建
　築物の高さの限度）

赤磐市立桜が丘中学校（赤磐市）

岡山県建築審査会資料
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平成28年7月19日

審 査 事 項

適 用 条 文

申 請 者 住 所 ・ 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

申 請 理 由

敷 地 面 積

用 途

建 築 面 積

延 べ 面 積

構 造

階 数

最 高 の 高 さ

各 区 域 ・ 地 域

敷 地 の 周 辺 状 況

道 路 状 況

法第５５条第３項
その用途によつてやむ
を得ないと認める理由

周　辺　状　況

申　請　を　認　め　る　理　由

建　築　審　査　会　の　意　見

敷地は桜が丘団地の北端に位置し、用途地域は第一種低層住居専用地域に指定されて
いる。敷地の周囲は西側を住宅に、その他を田畑に囲まれている。

敷地北側で県道と、西側で市道と接している。

　「学校」であり、今回の増築部分の最高高さは8.49mで10ｍを超えていない。さらに、東側
隣地について増築前後の日影を比較しても影響が少なく、周囲の環境を害するおそれが
少ない。
　また、昭和59年に竣工し、63年に岡山県南広域都市計画区域に編入、第一種低層住居
専用地域として定められた。そして、平成9年に法55条の許可により増築を行い、この度、
特別支援学級の児童数の増加により、さらに増築を行う。
　このことから、今回の増築はやむを得ないと考える。

都市計画区域内（市街化区域）、第一種低層住居専用地域（建ぺい率：50％、容積率：
100％）、法22条区域

8.49m（申請以外の部分15.30m）

岡山県建築審査会審査事項

鉄筋コンクリート造

２階（申請以外の部分３階）

小学校

121.12㎡（申請以外の部分3,458.93㎡）合計3,580.05㎡

212.80㎡（申請以外の部分5,970.97㎡）合計6,183.77㎡

法第55条第３項
（第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居専用地域内における建築物の高さの限度）
赤磐市下市344番地
赤磐市長　友實武則

赤磐市桜が丘東六丁目６番地693、６番地705、766番地１、778番地４

　今回の工事は、平成９年に法第55条の許可を受けて増築した校舎について、特別支援
学級の児童数が増加し、現行の教室数では足りなくなったため　教室の増築を行うもので
す。
　同校の敷地は、岡山ネオポリス（桜が丘団地）内にあり、昭和63年に岡山県南広域都市
計画区域に編入され、第一種低層住居専用地域となりました。同校校舎は昭和59年に竣
工しております。平成９年の増築部分に加え、今回の増築予定部分も、竣工当初からの予
定計画に含まれておりました。
　今回の増築計画は２階建（１フロアー１教室、計２教室）で、必要最小限の増築としてお
り、高さにも極力配慮をしております。また、増築部分の外観も既存校舎との統一感を重視
し、景観的にも整った施設整備を実施します。

46,522.32㎡

赤磐市長 友實武則が「赤磐市立桜が丘小学校」を増築することについて

申　　請　　建　　築　　物

086859
テキスト ボックス
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○建築基準法

（第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居地域内における建築物の高さ

の限度）

第五十五条 第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居専用地域内におい

ては、建築物の高さは、十メートル又は十二メートルのうち当該地域に関す

る都市計画において定められた建築物の高さの限度を超えてはならない。

２ 前項の都市計画において建築物の高さの限度が十メートルと定められた

第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居専用地域内においては、その敷

地内に政令で定める空地を有し、かつ、その敷地面積が政令で定める規模以

上である建築物であつて、特定行政庁が低層住宅に係る良好な住居の環境を

害するおそれがないと認めるものの高さの限度は、同項の規定にかかわらず、

十二メートルとする。

３ 前二項の規定は、次の各号の一に該当する建築物については、適用しな

い。

一 その敷地の周囲に広い公園、広場、道路その他の空地を有する建築物

であつて、低層住宅に係る良好な住居の環境を害するおそれがないと認め

て特定行政庁が許可したもの

二 学校その他の建築物であつて、その用途によつてやむを得ないと認め

て特定行政庁が許可したもの

４ 第四十四条第二項の規定は、前項各号の規定による許可をする場合に準

用する。

＜参考＞

第四十四条

２ 特定行政庁は、前項第四号の規定による許可をする場合においては、あ

らかじめ、建築審査会の同意を得なければならない。

086859
テキスト ボックス
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附近見取図　　　１／２５０００

申請地：赤磐市桜が丘東6丁目地内
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都市計画図　　　１／１００００

赤磐市立桜が丘小学校
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配置図　　　１／１０００

-90

±0

-30

-190

-380

-150

-30

-70

-100
-40

-670
-760

-40

-2006

-136

-2009

-190

+10

-70

-50

-60
-70

±0

±0

±0

+130

+10

-40

-30

-660

-50

+80

増築部分雨水
既設雨水枡に接続

畑(復旧)

既設雨水枡に接続
増築部分雨水

雨水

雨水

27,284

16,775

6,153

6,155

10,905

964

81,959

2,890

48,748

1,99
4

18,6
53

18,4
78

6,18
1 6,16

5 6,17
5

6,143
6,138

6,119 6,140 6,162 6,152 6,132 6,136 6,164 6,143 5,152 4,365

11,082
4,
73
1

25,201

3,531 4,965

2,083

355

4,564

11
,9
09

23
,3
35

6,
08
1

15
,2
60
.8

25
,3
63

5,188 6,703
12,77

3
6,226

28,763

14,988
11,737

31,824

1,267

5,
44
2
34
2

3,
90
7

421

7,865
3,0

75
9,656

46,565

7,133

2,056

5,818

6,
76
9

9,
65
5

10
,6
13

12
,8
85

52,695

43,731

34,276

47,005
11,847

29,644

8,32814,775
18,600

18,248

市道　桜ヶ丘東6丁
目21号

線

水槽
変電設備

仮ＢＭ KBM2(T.3)
H=59.894

KBM.3
H=57.885

市
道

桜
ヶ
丘
東
6丁

目
22号

線

(
法
42
条
1項

一
号
)

市
道

桜
ヶ
丘
東
6丁

目
21号

線

(法
42条

1項
一
号
)

グランド

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道路境界線

道路境界線

道
路
中
心
線

道
路
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

道路中心線

県道　町苅田熊山線

道
路
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

道
路
境
界
線

建
物

の
中

心
線

延
焼

ラ
イ

ン
３

ｍ
(1

階
)

延
焼

ラ
イ

ン
５

ｍ
(2

,3
階

)

建物の中心線

延焼ライン５ｍ(2,3階)
延焼ライン３ｍ(1階)

道
路
境
界
線 150

φ

放流経路

最終桝

延
焼
ラ
イ
ン
５
ｍ
(2,3階

)

延
焼
ラ
イ
ン
３
ｍ
(1階

)

建
物
の
中
心
線

3,00
0

6,00
0

1,71
0

10,000

6,00
0

3,00
0

20,000
10,000

10,000

5,000

5,000
3,000

3,000

3,
00

0

3,
00

05,
00

0

5,
00
0

5,000
5,000

3,000

3,000

前面道路幅員

　（　）内・・・仮ＢＭとする

　　　　内・・・設計ＧＬからの高さとする

　　　　設計ＧＬ ＝ 仮ＢＭ（KBM2(T.3)）+ 0.136ｍ

１３

１４

Ｊ

Ｍ

Ｋ

１６

・・・申請建物 増築部分を示す

・・・申請建物 既設部分を示す

⑤ 既存部分：ＲＣ造平屋建

⑥ 既存部分：軽量鉄骨造平屋建

① 申請建物(増築建物)

① 申請建物(既設建物)

延床面積：16.82㎡

(倉庫１)

(物置１)

延床面積：78.47㎡
建築面積：78.47㎡

建築面積：16.82㎡

(普通教室棟(Ｅ棟))

最高高さ：  8.49ｍ
最高軒高：  7.71ｍ

延床面積：212.80㎡
RC造2階建

建築面積：120.95㎡

(普通教室棟)
RC造3階建
延床面積：4338.36㎡
建築面積：1838.41㎡
最高高さ：  15.30ｍ

370 9,275 13,353
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③ 既存部分：RC造平屋建

⑩ 既存部分：鉄骨造平屋建

延床面積：44.52㎡

最高高さ： 7.00ｍ

(ﾎﾞｲﾗｰ室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

建築面積：45.92㎡

(Ｈ９年　増築)

(渡り廊下)
建築面積： 8.36㎡
最高高さ： 3.55ｍ

② 既存部分：S造+RC造2階建
(屋内運動場)
延床面積：1362.65㎡
建築面積：1315.88㎡
最高高さ：  12.7 ｍ

④ 既存部分：ＲＣ造平屋建

⑨ 既存部分：RC造一部鉄骨造平屋建

⑦ 既存部分：軽量鉄骨造平屋建

⑧ 既存部分：木造平屋建

(プール)

最高高さ：  3.2 ｍ

(プールハウス)
延床面積：119.48㎡

(小屋)
延床面積：3.60㎡
建築面積：3.60㎡

(自転車置場)
延床面積：17.10㎡
建築面積：17.10㎡

建築面積：127.58㎡

(物置２)

(児童クラブ)
延床面積：214.75㎡
建築面積：255.81㎡

延床面積：6.78㎡
建築面積：6.78㎡

敷地外部分
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塩化ビニル樹脂系シート防水 t=1.5
断熱機械的固定工法(ＳＩ－Ｍ２)
断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=35
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手摺設置

260

1,300

155.2

▼

▼

掃除具入

ﾛｯｶｰ

戸棚

ﾛｯｶｰ

教師用
戸棚

黒板
教壇

黒板
教壇

教師用
戸棚

ﾛｯｶｰ 掃除具入

ﾛｯｶｰ

戸棚

本棚

本棚

-100±0

±0

-100

VP75

S

10
S

10

黒板

黒板

+120

±0

+240

軒樋１

VP75

廊 下 廊 下 廊 下

バルコニー手摺

雨水枡(撤去)

側溝(撤去)

a a

a a

a

b

b

b

b

b

b

バルコニー

テラス屋根

既設校舎 増築校舎

既設校舎 増築校舎

屋外階段
普通教室

廊 下

既設校舎 増築校舎

廊 下

普通教室

テラス

屋外階段

VP75

VP75 軒樋１

屋外階段庇

換気扇

a

換気扇

階段下
ポーチ

２階平面図(増築後)　１／２００ ３階(既設棟)・Ｒ階(増築部)平面図(増築後)　１／２００

１階平面図(増築後)　１／２００ １階平面図(増築前)　１／２００ ２階平面図(増築前)　１／２００ ３階平面図(増築前)　１／２００
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外壁

１４ １５ Ｊ Ｋ Ｍ １４１５

既設校舎増築校舎既設校舎 増築校舎

１２ １３ １２１３

3
,7
0
0

3
,7
0
0

3,
6
5
0

6
0
0

2254,500

4,725

3
,7
0
0

3
,7
0
0

3,
6
5
0

6
0
0

225 4,500

4,725

外壁

手摺壁

柱型

溝ハツリ
既設建物外壁Exp.j取付部

既設外壁：コンクリート打放し

笠木 Exp.jｶﾊﾞｰ

外壁

梁型

外壁

2,400 6,600 7,500 2,550

10,050

2,400

370370

　　　　　複層塗材RE吹付(一部補修)

1,500

2,500

テラス屋根

6,600

笠木

外壁

275

9,275

１６

9,275

275

１６

R=15,500

1,500

1,800

3
6
0

12
,
0
1
0

3
6
0

12
,
0
1
0

テラス床
50

１２ １３

既設校舎 増築校舎

2254,500

4,725

１４ １５ １６

2,400 6,600

370

3
6
0

3
,
7
00

3
,
7
00

3
,
65
0

6
0
0

1
2
,
01
0

275

9,275

1,500

1,800

3
,0
3
0

3
,0
3
0

3
,0
3
0

普通教室

普通教室

屋外階段

2,
9
3
0

2,
9
3
0

普通教室

普通教室

Exp.j

▽１ＦＬ

▽ＲＦＬ

3
,
7
00

3
,
65
0

3
6
0

▽増築建物最高高さ

6
0
0

7
0
0

▽ＧＬ

▽２ＦＬ

Ｊ Ｋ Ｍ

7,500 2,550

10,050

バルコニー

テラス

2,
9
3
0

2,
9
3
0

2
,
8
3
0

2
,
8
3
0

廊下

廊下

普通教室 普通教室

普通教室

6501,500

竪樋１

竪樋２

外壁

根廻り

軒樋２

竪樋１

外壁

軒樋２

竪樋２

竪樋１

テラス床

バルコニー手摺

8
,
49
0

屋外階段

Exp.jカバー アルミ製(既成品)

テラス床 立上り：モルタル金コテ押え 化粧目地切

バルコニー手摺

外部仕上げ

パラペット笠木 ウレタン塗膜防水

外壁 コンクリート打放し　複層塗材RE吹付

梁型、柱型 コンクリート打放し　複層塗材RE吹付

軒樋１

軒樋２

カラーＶＰ １００φ 掴み金物竪樋１

竪樋２ カラーＶＰ 　７５φ 掴み金物

コンクリート打放し　複層塗材RE吹付

階段手摺壁

手摺壁

コンクリート打放し　複層塗材RE吹付

テラス屋根 パーライトモルタル下地 t=30　アスファルトシングル葺

屋外階段 鉄骨階段　溶融亜鉛めっき

屋外階段手摺

根廻り コンクリート打放し　複層塗材RE吹付

折板葺き　カラーガルバリウム鋼板 t=0.6

軒樋１

軒樋１

手摺壁

防護手摺：St-FB-38×12 溶融亜鉛めっき　手摺子：St-FB-32×12 @100 溶融亜鉛めっき

7
,
7
1
0

3
,7
0
0

3,
6
5
0

3
6
0

6
0
0

7
00

8,
4
9
0

7
,
71
0

1
00

▽増築建物最高高さ

▽ＲＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ
▽ＧＬ

1,500

1,800

8,
4
9
0

7
00

7
,
71
0

3
,7
0
0

3,
6
5
0

3
6
0

6
0
0

1
00

▽増築建物最高高さ

▽ＲＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ
▽ＧＬ

3
,7
0
0

3,
6
5
0

3
6
0

6
0
0

7
00

8,
4
9
0

7
,
71
0

1
00

▽増築建物最高高さ

▽ＲＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ
▽ＧＬ

3
,
7
00

3
,
65
0

6
0
0

3
6
0

8
,
31
0

7
,
7
1
0▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ
▽ＧＬ

エアロ樹脂　前高１６５ＷＩＤＥ

エアロ樹脂　前高１３０ＷＩＤＥ

竪樋１

屋外階段庇

屋外階段庇

屋外階段手摺

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ
(設備工事)

屋外階段庇ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ
(設備工事)

根廻り
構造ｽﾘｯﾄ 構造ｽﾘｯﾄ

手摺壁

竪樋２

竪樋１ 竪樋１
外壁

構造ｽﾘｯﾄ 構造ｽﾘｯﾄ

構造ｽﾘｯﾄ

柱型

外壁

柱型

Exp.jｶﾊﾞｰ

Exp.jｶﾊﾞｰ

笠木

既設外壁：コンクリート打放し
　　　　　複層塗材RE吹付(一部補修)

既設建物外壁Exp.j取付部
溝ハツリ

Exp.jｶﾊﾞｰ Exp.jｶﾊﾞｰ

手摺：スチールパイプ　φ42.7×2.0　　手摺子：スチールパイプ　φ34.0×2.0 @2000以下

南立面図(増築後)　１／２００ 東立面図(増築後)　１／２００ 北立面図(増築後)　１／２００

a-a断面図(増築後)　１／２００ b-b断面図(増築後)　１／２００
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既設部分１階平面図　１／３００

200

PS

UP

4,000

普通教室

廊 下

テラス

屋外階段

本棚手洗い(4口)

地流し

▲

▼
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▼

275
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ｱﾙﾐExp.j

ｱﾙﾐExp.j
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4,0004,000
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3,7754,5004,5004,5004,500225
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1
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5
0
0
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,
7
6
0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

275

平成９年に法第５５条の許可
を受けて増築した校舎

増築棟既設棟

増築部分
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既設部分２階平面図　１／３００
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普通教室

屋外階段
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,
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0
0バルコニー

テラス屋根

ｱﾙﾐExp.j

ｱﾙﾐExp.j

ｱﾙﾐExp.j

ｱﾙﾐExp.j

225
4,500
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3,745 4,5004,5004,500
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4,0004,000
225

3,7754,5004,5004,5004,500225
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
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4,5004,500 4,5004,500 4,5004,500 4,5004,000

2,500 3,000 2,000

7,500

2,250 2,250

4,775
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を受けて増築した校舎
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増築部分
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既設部分３階平面図　１／３００
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225

8,450

4,0004,000
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4,5004,500 4,5004,500 4,5004,500 4,500

2,000

7,500 3,760 240 4,775 3,000

平成９年に法第５５条の許可
を受けて増築した校舎

既設棟 増築棟

増築部分
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増築部分

既設部分東立面図　１／２００

既設部分西立面図　１／２００
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真
北
方
向
角

座
標
の
北

※真北方向角は国土地理院の
　経度・緯度への換算プログラムにて計算

+0°09′54″

日影図(既設)　１／１０００
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16,775
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2,083

355

4,564

11
,9
09

23
,3
35

6,
08
1

15
,2
60
.8

25
,3
63

5,188 6,703
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29,644
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市道　桜ヶ丘東6丁
目21号

線

市
道

桜
ヶ
丘
東
6丁

目
22号

線

(
法
42
条
1項

一
号
)

市
道

桜
ヶ
丘
東
6丁

目
21号

線

(法
42条

1項
一
号
)

グランド

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

道路境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

道路境界線

道
路
中
心
線

道
路
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

道路中心線

県道　町苅田熊山線

道路境界線

3,00
0

6,00
0

6,00
0

3,00
0

10,000
10,000

20,000
道
路
幅
員

前面道路幅員

③ 既存部分：RC造2階建

①-A 既存建物：RC造2階建

①-C 既存建物：RC造3階建

⑩ 既存部分：鉄骨造平屋建

①-B 既存建物：RC造3階建

①-D 既存建物：RC造3階建

(ﾎﾞｲﾗｰ室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

(普通教室棟(Ａ棟))

(普通教室棟(Ｃ棟))

(渡り廊下)

(特別教室棟(Ｂ棟))

(普通教室棟(Ｄ棟))

② 既存部分：RC造2階建
(屋内運動場)

(プール)

(児童クラブ)
延床面積：214.75㎡
建築面積：255.81㎡

敷地外部分

12.150m

12.150m

12.150m

12.150m
5.000m

5.000m

12.150m

12.150m

12.150m12.150m

12.150m

12.150m

15.300m

15.300m

5.000m

7.000m 4.000m

4.000m

7.000m

3.550m 3.000m

3.120m3.120m3.200m 3.200m

4.560m

4.560m 4.560m

9.450m

9.450m

9.450m

8.450m 8.450m

8.450m

8.150m

8.150m

8.680m8.680m8.680m

9.580m9.580m

9.580m

8.450m

8.750m 8.750m

8.750m 8.750m

12.700m

12.700m

3.950m 3.950m

10.100m

10.100m

10.100m

10.100m

3.200m

3.200m

みなし敷地境界線

2.5

2.5

2.
5

4.0

4.0

4.0

4.
0

8.
0

8.
0

9
.
0

9.0

9.
0

1
0.
0

10.0

1
0.
0

11.0

11.0

1
1.
0

11.0

1
1
.0

12.0

12.0

12.0

12.0

12.0

13
.0

1
3
.
0

13.0

13
.
0

14
.0

1
4
.
0

1
4
.
0

14.0

14.0

15.
0

15
.
0

15.0

16.0

16.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正負記号は定義により逆符号となる。

測定器具

測定日

ＴＯＭＩＯ式真北測定器

冬至　８：００～１６：００

１３４°０２′００″

緯度

経度

計算日

計算時

測定面（地盤面）

測定場所

用途地域

真太陽時

平成２７年５月２３日（ｅ＝－３分２５秒）

第一種低層住居専用地域

1.5ｍ（0.0ｍ）

Ｔ：真太陽時　ｔｓ：標準時　Ｌ：経度　ｅ：均時差

ｔｓ＝Ｔ－（Ｌ－１３５°）×４－（－３分２５秒）

　　　＝Ｔ－（－３度５２分）－（－３分２５秒）

　　＝Ｔ＋３度５２分＋３分２５秒

　　＝Ｔ＋３度５５分２５秒

Ｔ＝ｔｓ－３度５５分２５秒

時刻換算

　３４°７８′００″

凡 例

・・・２．５時間日影ラインを示す

・・・４．０時間日影ラインを示す

赤磐市桜が丘東６丁目６番地６９３、６番地７０５、７６６番地１

5,00
0 5,00

0

5,000

5,000

10,000

+0°09′54″

-23.269715

真北
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真
北
方
向
角

座
標
の
北

※真北方向角は国土地理院の
　経度・緯度への換算プログラムにて計算

+0°09′54″

日影図(複合)　１／１０００
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①-E 申請建物(増築建物)
(普通教室棟(Ｅ棟))
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③ 既存部分：RC造2階建

①-A 既存建物：RC造2階建

①-C 既存建物：RC造3階建

①-B 既存建物：RC造3階建

①-D 既存建物：RC造3階建

⑩ 既存部分：鉄骨造平屋建

(ﾎﾞｲﾗｰ室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

(普通教室棟(Ａ棟))

(普通教室棟(Ｃ棟))

(特別教室棟(Ｂ棟))

(普通教室棟(Ｄ棟))

(渡り廊下)

② 既存部分：RC造2階建
(屋内運動場)

(プール)

(児童クラブ)
延床面積：214.75㎡
建築面積：255.81㎡

敷地外部分
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8.310m

3.120m

3.120m

6.620m

12.150m
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みなし敷地境界線
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正負記号は定義により逆符号となる。

測定器具

測定日

ＴＯＭＩＯ式真北測定器

冬至　８：００～１６：００

１３４°０２′００″

緯度

経度

計算日

計算時

測定面（地盤面）

測定場所

用途地域

真太陽時

平成２７年５月２３日（ｅ＝－３分２５秒）

第一種低層住居専用地域

1.5ｍ（0.0ｍ）

Ｔ：真太陽時　ｔｓ：標準時　Ｌ：経度　ｅ：均時差

ｔｓ＝Ｔ－（Ｌ－１３５°）×４－（－３分２５秒）

　　　＝Ｔ－（－３度５２分）－（－３分２５秒）

　　＝Ｔ＋３度５２分＋３分２５秒

　　＝Ｔ＋３度５５分２５秒

Ｔ＝ｔｓ－３度５５分２５秒

時刻換算

　３４°７８′００″

凡 例

・・・２．５時間日影ラインを示す

・・・４．０時間日影ラインを示す

赤磐市桜が丘東６丁目６番地６９３、６番地７０５、７６６番地１
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5,000
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+0°09′54″

-23.269715

真北
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真
北
方
向
角

座
標
の
北

真
北
方
向
角

座
標
の
北

※真北方向角は国土地理院の
　経度・緯度への換算プログラムにて計算

+0°09′54″

※真北方向角は国土地理院の
　経度・緯度への換算プログラムにて計算

+0°09′54″

日影図(複合)　１／５００日影図(既設)　１／１０００
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①-E 申請建物(増築建物)
(普通教室棟(Ｅ棟))

③ 既存部分：RC造2階建

①-A 既存建物：RC造2階建

①-C 既存建物：RC造3階建

⑩ 既存部分：鉄骨造平屋建

①-B 既存建物：RC造3階建

①-D 既存建物：RC造3階建

③ 既存部分：RC造2階建

①-A 既存建物：RC造2階建

①-C 既存建物：RC造3階建

①-B 既存建物：RC造3階建

①-D 既存建物：RC造3階建

⑩ 既存部分：鉄骨造平屋建

(ﾎﾞｲﾗｰ室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

(普通教室棟(Ａ棟))

(普通教室棟(Ｃ棟))

(渡り廊下)

(特別教室棟(Ｂ棟))

(普通教室棟(Ｄ棟))

(ﾎﾞｲﾗｰ室・ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

(普通教室棟(Ａ棟))

(普通教室棟(Ｃ棟))

(特別教室棟(Ｂ棟))

(普通教室棟(Ｄ棟))

(渡り廊下)

② 既存部分：RC造2階建 ② 既存部分：RC造2階建
(屋内運動場) (屋内運動場)

(プール) (プール)

(児童クラブ)
延床面積：214.75㎡
建築面積：255.81㎡

(児童クラブ)
延床面積：214.75㎡
建築面積：255.81㎡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正負記号は定義により逆符号となる。

測定器具

測定日

ＴＯＭＩＯ式真北測定器

冬至　８：００～１６：００

１３４°０２′００″

緯度

経度

計算日

計算時

測定面（地盤面）

測定場所

用途地域

真太陽時

平成２７年５月２３日（ｅ＝－３分２５秒）

第一種低層住居専用地域

1.5ｍ（0.0ｍ）

Ｔ：真太陽時　ｔｓ：標準時　Ｌ：経度　ｅ：均時差

ｔｓ＝Ｔ－（Ｌ－１３５°）×４－（－３分２５秒）

　　　＝Ｔ－（－３度５２分）－（－３分２５秒）

　　＝Ｔ＋３度５２分＋３分２５秒

　　＝Ｔ＋３度５５分２５秒

Ｔ＝ｔｓ－３度５５分２５秒

時刻換算

　３４°７８′００″

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※正負記号は定義により逆符号となる。

測定器具

測定日

ＴＯＭＩＯ式真北測定器

冬至　８：００～１６：００

１３４°０２′００″

緯度

経度

計算日

計算時

測定面（地盤面）

測定場所

用途地域

真太陽時

平成２７年５月２３日（ｅ＝－３分２５秒）

第一種低層住居専用地域

1.5ｍ（0.0ｍ）

Ｔ：真太陽時　ｔｓ：標準時　Ｌ：経度　ｅ：均時差

ｔｓ＝Ｔ－（Ｌ－１３５°）×４－（－３分２５秒）

　　　＝Ｔ－（－３度５２分）－（－３分２５秒）

　　＝Ｔ＋３度５２分＋３分２５秒

　　＝Ｔ＋３度５５分２５秒

Ｔ＝ｔｓ－３度５５分２５秒

時刻換算

　３４°７８′００″

赤磐市桜が丘東６丁目６番地６９３、６番地７０５、７６６番地１ 赤磐市桜が丘東６丁目６番地６９３、６番地７０５、７６６番地１
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資料　２

平成27年3月1日～平成28年5月31日

（敷地と道路との関係）

建築基準法第４３条第１項ただし書許可

岡山県建築審査会資料

（報告案件）



報告案件

○ 建築基準法第４３条第１項（敷地等と道路との関係）

岡山県建築審査会への諮問案件のうち軽微なもの、通例的なものについては、円滑な事務処理を行うことを目的として、
一括処理できる範囲を定めている。  →  岡山県建築審査会同意一括処理基準 

一括処理を適用するものは、会長の専決同意を得た後に許可する

ものとし、直近に開催される建築審査会で報告するものとしている。 
（岡山県建築審査会同意一括処理基準 第２） 

 
今回の建築審査会は、 
 

平成２７年３月１日～平成２８年５月３１日の間に、一括処理を行い許可したものの報告を行うもの。 
 

一括処理案件一覧表は別添のとおり。      
 

特定行政庁が建築審査会の同意を得て許可し
た場合、適用除外 

086859
タイプライタ
１



　岡山県建築審査会・一括処理案件　一覧表

合計

（４ｍ農道） （住宅建替）

赤磐市 1 件 備前市 1 件 和気町 1 件
和気町 1 件 赤磐市 1 件 浅口市 1 件
井原市 1 件 井原市 2 件 真庭市 1 件
早島町 1 件 浅口市 9 件 勝央町 1 件
美作市 1 件 早島町 4 件

矢掛町 2 件
真庭市 1 件
美作市 1 件

計 5 件 計 21 件 計 4 件

報　　　　　告

　　【建築基準法第４３条関係（平成２７年３月１日～平成２８年５月３１日）】
　　岡山県建築審査会への諮問案件のうち軽微なもの、通例的なものについては、円滑な事務処理を行うことを目的として、一括
処理できる範囲を定めている。（岡山県建築審査会同意一括処理基準　第３の２）

30　件

　（１）判断基準２号 　（２）判断基準３号の（１） 　（３）判断基準３号の（２）の１
（水路ばさみ）

086859
タイプライタ
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旧吹屋小学校（高梁市）

資料　３

岡山県建築審査会資料

（その他）

建築基準法第３条第１項第三号指定

をした旧吹屋小学校の保存修理工事

進捗状況について



建築基準法第３条第１項第三号指定をした旧吹屋小学校の 

保存修理工事進捗状況について 
 

１ 保存修理工事概要 

 設計資料や外観等から不可視部分の構造を想定し、限界耐力計算により耐

震補強設計を行っており、構造体の劣化状態も不明確なことから、解体工事

の際に調査を行い、工事内容を再検討することとしている。また、経過につ

いて建築審査会に報告することとしている。 

 

２ 高梁市旧吹屋小学校校舎保存修理委員会 

保存修理及び整備について検討を行うために設置された委員会であり、解

体調査結果に基づき、工事内容を再検討する。 

 委員長を歴史意匠を専門とする藤田氏、副委員長を吹屋町町並み保存会副

会長の戸田氏とし、計６名の委員により構成している。 

なお、建築基準法の適用除外について建築審査会の同意を受ける際に、高

梁市が岡山県歴史的建造物委員会に専門的な意見を聞いたが、その委員（構

造）を務めていた香川大学工学部助教の宮本氏が当保存修理委員会の委員と

して委嘱されている。 

 今後、調査により把握した建築履歴及び部材の状態を基に、委員会で工事

内容を再検討する。現時点では昭和 25年頃の状態を目標に計画を検討するこ

ととしている。 

 

３ 現地の進捗状況 

屋根及び土壁を解体し、竹小舞のみとなっており、躯体が確認できる状況

である。今後、残りの化粧板、竹小舞、床等を撤去後、躯体を解体し、部材

の状態や詳細な工事履歴を調査する予定である。 

現時点では管柱として当初想定していたものが、通し柱となっている箇所

があることが判明している。 

 

４ 今後の工事予定 

11月頃に解体工事が完了し、部材等の調査結果に基づき、構造計算を行う

予定である。 

構造について、宮本委員が工事監理者と適宜協議を行うこととしている。 
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岡山県指定重要文化財旧吹屋小学校校舎保存修理工事 修理方針 

 

 資料館（旧本館） 

   全解体修理とする。 

   解体工事着手前に素屋根を架設し、屋根瓦から順次丁寧に解体を行い、基

礎石積み解体後、新たに鉄筋コンクリート造の直接基礎（べた基礎）を設け

る。解体前と同様に基礎石積みを積み直し、軸部から順次組立を行う。組立

に際し、耐震性能の向上に必要な箇所には耐震補強を施す。 

当初材については、将来の保存に支障のない限りつとめて再用し、腐朽及び

破損箇所については、原則として同種材及び同工法にて補修・取替えを実施す

る。（生涯学習施設、東廊下、集会場、西廊下も同様） 

屋根瓦は、葺き降ろした後、１枚ずつ打音検査を実施し、再用及び不再用を

決定する。不足分については現状に倣い、石州瓦にて補足する。（生涯学習施

設、東廊下、集会場、西廊下も同様） 

壁は、表面の漆喰塗り仕上げは掻き落して処分するが、壁土については丁寧

に掻き落し、再用する。（生涯学習施設、東廊下、集会場、西廊下も同様） 

 

 生涯学習施設・東廊下（旧東校舎・東廊下） 

   全解体修理とする。 

   素屋根を架設し、屋根瓦から順次丁寧に解体を行い、基礎石積み解体後、新

たに鉄筋コンクリート造の直接基礎（べた基礎）を設ける。解体前と同様に基

礎石積みを積み直し、軸部から順次組立を行う。組立に際し、耐震性能の向上

に必要な箇所については、耐震補強を施す。 

   旧東校舎は、創建当初の間仕切部分の痕跡に基づき現在の３室を２室に復

する。東面の窓についても後補の改変が行われている箇所を当初の窓の形式

に復する。 

 

 集会場・西廊下（旧西校舎・西廊下） 

   全解体修理とする。 

   素屋根を架設し、生涯学習施設・東廊下と同様の仕様にて修理工事を実施

する。 

   旧西校舎は、１室の体育館として使用されており、旧東校舎同様創建当初の

開口部や間仕切部分等の痕跡を残すが、集会室として利活用を行うため、現状

と同様に１室として整備する。 

   西廊下の便所については、既存の男子便所及び女子便所の他に新たに多機

能便所を設ける。 
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 貯水槽・ポンプ室 

   集会場・西廊下の西側にある既存の運動器具倉庫を撤去し、貯水槽・ポン

プ室を新築する。 

   貯水槽は地下式とし、１９０ｔの貯水能力のある水槽を設ける。ポンプ室は

鉄筋コンクリート造とし、屋根は切妻で桟瓦葺き、外観を木造風に仕上げ、西

側の一部を運動器具倉庫とする。 

 

 電気設備 

   既存の機器及び配管・配線は全て撤去し、保存活用に必要な電灯・コンセ

ント設備，非常用照明設備，放送設備及び自動火災報知設備等を新たに整備

する。 

 

 機械設備 

   既存の機器及び配管は、全て撤去し、保存活用に必要な給排水設備及び換

気設備を新たに整備する。 

合併式の浄化槽を集会場・西廊下の西側に設置する 

 

 防災設備 

   消火設備は、屋内の東廊下及び西廊下にそれぞれ１基ずつ、資料館２階に

２基、易操作性１号消火栓を新設する。 

   屋外は、ポンプ室南側及び生涯学習施設・東廊下（旧東校舎・東廊下）の

南東にそれぞれ１基ずつ屋外消火栓と易操作性１号消火栓を併設した消火栓

を新設する。 

   新築するポンプ室内には、ディーゼルエンジンで稼働するポンプを設置す

る。 
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【委員】 (任期：平成２７年５月１日～平成２９年４月３０日)

【指導・助言】

【設計・管理】

【施工】

【事務局】

備　　考氏　　名 所　　属

臼　井　　洋　輔 備前市立備前焼ミュージアム　館長

宮　本　　慎　宏 香川大学工学部　助教

高梁市旧吹矢小学校校舎保存修理委員会委員名簿

西　山　　和　宏 奈良文化財研究所　主任研究員

藤　田　　盟　児 奈良女子大学生活環境学部住環境学科　教授 委員長

清　水　　重　敦 京都工芸繊維大学大学院　准教授

戸　田　　　誠 吹矢町並み保存会　副会長 副委員長

氏　　名 所　　属 備　　考

赤　井　　一　恵 岡山県土木部建築指導課

山　田　　裕　喜 岡山県土木部建築指導課

上　栫　　　武 岡山県教育長文化財課

氏　　名 所　　属 備　　考

伊　藤　　誠　一　郎 一般財団法人建築研究協会

伊　藤　　幸　子 一般財団法人建築研究協会

生　路　　有　美　子 一般財団法人建築研究協会

氏　　名 所　　属 備　　考

氏　　名 所　　属 備　　考

渡　辺　　孝　治 藤木工務店・中村建設特定建設工事協同企業体

平　田　　守 高梁市教育委員会　教育長

宮　本　　健　二 高梁市教育委員会　教育次長

田　村　　啓　介 高梁市教育委員会　参与

赤　木　　和　久 高梁市教育委員会　社会教育課長

樋　口　　英　行 高梁市教育委員会　社会教育課文化係文化財保護主事

高　田　　大　作 高梁市教育委員会　社会教育課文化係長

三　浦　　孝　章 高梁市教育委員会　社会教育課文化係文化財保護主事
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岡山県指定重要文化財旧吹屋小学校校舎保存修理工事 改変履歴 

改 変 時 期 

工 事 内 容 

本 館 東校舎・東廊下 西校舎・西校舎 

大正 6 年（1917） 
7 月 

屋内運動場の床を土間か
ら板張りに変更 

  

大正 11 年（1922） 
12 月 

２階講堂北面の外部に張り
出す御真影奉安室を増築 

  

大正 15 年（1926） 
8 月 1 日 

玄関の土間を板張りに変
更し、玄関ポーチを新設 

  

昭和 5 年（1930） 
中央棟北面の壁面に栗材
の方杖を入れて補強 

  

昭和 24 年（1949） 
4 月 6 日 

  
吹屋公民館に転用するた
め、全体を一室に改造 

昭和 29 年（1954）  
間仕切りを変更し３室 
吹放しの廊下に腰壁を設置 

 

昭和 36 年（1961） 
2 月 1 日 

南面窓を出窓形式に変更 
（１階理科室） 

  

昭和 38 年（1963） 床板を張替え（屋内運動場）   

昭和 39 年（1964） 
3 月 1 日 

屋内運動場の北面柱間に
窓を設置 

 西便所改装工事 

昭和 41 年（1966）  東校舎修理工事  

昭和 46 年（1971） 雨樋修理 

昭和 47 年（1972） 屋根修理工事 理科室流し新設   

昭和 50 年（1975） 
玄関復元工事 
床板張替え（職員室、一教室） 

  

昭和 51 年（1976） 
２階南面窓の建具を取替
え 

東校舎廊下腰板・木製建具新設  

昭和 52 年（1977） 外壁塗装工事   

昭和 54 年（1979） 
北側排水工事 
本館支柱取替え工事 

東校舎屋根葺き替え 西校舎補強工事・西面支柱工事 

昭和 55 年（1980） 屋根の谷銅板葺替え  西面窓をｱﾙﾐｻｯｼｭに変更 

昭和 56 年（1981） 
窓の改修（講堂北側） 
床板張り替え（音楽室） 

 
窓の改修（集会室南側） 
床板張り替え（一、二年教室） 

昭和 57 年（1982）   床板張替え 

昭和 58 年（1983） 
屋根修理工事（屋内運動場） 
床板張替え （  〃  ） 
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昭和 62 年（1987） 
雨樋修理 
壁塗替え 

 壁塗り 

昭和 63 年（1988） 
天井張替え（保健室・音楽
室） 

天井張替え  （東校舎廊下） 
床ビニール張り（  〃  ） 

 

平成元年（1989） 天井張替え（理科室） 
東倉庫屋根葺替え 
女子便所改修 

女子便所改修 

平成 2 年（1990）  東側排水溝改修 
東側排水溝改修 
天井張替え（集会室） 

平成 3 年（1991） 
天井張替え  （職員室） 
床板一部張替え（ 〃 ） 
腰板張替え（保健室） 

東便所周囲通路コンクリ
ート打替え 

腰板張替え（一年教室） 

平成 4 年（1992） 屋根瓦ずれ止め工事   

平成 5 年（1993） 外壁剥落部分修理 

平成 7 年（1995）   床板張替え 

平成 9 年（1997）   窓に防球枠設置 

平成 10 年（1998） 
東・西階段修理 
床板一部張替え（職員室） 

東面窓をｱﾙﾐｻｯｼｭに変更 
（一、二年教室） 

 

平成 11 年（1999）   西便所改修（水洗便所） 

平成 12 年（2000） 北面鉄骨補強工事   

平成 13 年（2001）  壁面改修（一、二年教室）  

平成 15 年（2003） 屋根葺替え（屋内運動場）   

平成 17 年（2005）  階段工事 東側スロープ新設 

平成 18 年（2006） 
屋根葺替え 
（西翼棟 屋内運動場） 

屋根葺替え 南面出入口扉の改修 

平成 20 年（2008） 床板張替え（屋内運動場）  西面壁塗替え 

平成 22 年（2010） 
屋根瓦修理（東翼棟） 
南側柵設置 
窓修理（職員室南面） 
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工事現場全景 

西校舎内部の様子 
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屋根トラスの様子 

管柱で想定していたが、現況が通し柱であった様子 
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